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最
先
端
の
産
業
で

被
災
地
の
未
来
を
切
り
拓
く

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
発
生
し
た

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
の
影
響
で
、
町
内
全
域
に
避
難
指
示

が
出
さ
れ
た
福
島
県
浪
江
町
。
2
0
1

7
年
3
月
31
日
に
は
、
よ
う
や
く
「
帰

還
困
難
区
域
」
を
除
く
区
域
で
避
難
指

示
が
解
除
。
6
月
に
災
害
公
営
住
宅
へ

の
入
居
が
開
始
さ
れ
た
の
に
続
き
、
11

月
に
は
地
域
伝
統
の
「
十
日
市
」
が
地

元
開
催
さ
れ
た
。
震
災
か
ら
7
年
た
っ

た
今
年
の
4
月
に
は
小
中
学
校
が
開

校
。
無
人
だ
っ
た
ま
ち
に
、
少
し
ず
つ

人
々
の
営
み
が
戻
り
つ
つ
あ
る

　

そ
ん
な
な
か
、
4
月
15
日
に
復
興
へ

う
、
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
持
て
る
能
力

す
べ
て
を
発
揮
し
て
取
り
組
み
た
い
」

の
新
た
な
弾
み
を
つ
け
る
1
つ
の
起
工

式
が
行
わ
れ
た
。
場
所
は
、
沿
岸
部
に

位
置
す
る
棚
塩
地
区
。
こ
こ
に
、
最
先

端
産
業
を
誘
致
す
る
大
規
模
な
産
業
団

地
が
整
備
さ
れ
る
の
だ
。

　

式
典
に
は
吉
野
正
芳
復
興
大
臣
を
始

め
、
約
1
0
0
人
が
出
席
。
安
全
祈
願

の
後
、
馬
場
有
町
長
が
「
棚
塩
産
業
団

地
は
復
興
の
大
き
な
シ
ン
ボ
ル
。
こ
れ

ら
の
拠
点
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
し
進
め
、
必
ず
や
浪
江
の
復
興
を
成

し
遂
げ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
整
備
事

業
を
受
託
し
た
U
R
理
事
長
の
中
島
正

弘
は
「
浪
江
町
の
に
ぎ
わ
い
が
戻
る
よ

と
抱
負
を
述
べ
た
。
吉
野
復
興
大
臣
も

「
棚
塩
産
業
団
地
は
福
島
復
興
の
切
り

札
。
浜
通
り
を
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
や
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
日
本
一
の
拠
点
と
す

る
気
持
ち
で
取
り
組
む
」
と
祝
辞
。
関

係
者
ら
が
美
し
く
盛
ら
れ
た
土
に
鍬
入

れ
を
す
る
と
、
会
場
は
静
か
な
熱
気
で

満
た
さ
れ
た
。

　

失
わ
れ
た
産
業
回
復
の
切
り
札
に

　

浪
江
町
な
ど
で
は
、
現
在
、
東
日
本

大
震
災
及
び
原
子
力
災
害
で
失
わ
れ
た

産
業
を
回
復
す
る
た
め
の
国
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、「
福
島
・
国
際
研
究
産
業
都

市
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
）

構
想
」
が
進
行
中
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
や
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
、
農
林
水
産
な
ど

の
新
た
な
産
業
基
盤
を
構
築
し
、
産
業

集
積
や
人
材
育
成
、
交
流
人
口
の
拡
大

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

今
回
起
工
式
が
行
わ
れ
た
棚
塩
産
業

団
地
も
、
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ

ー
ス
ト
構
想
の
一
環
だ
。
約
49
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
敷
地
に
建
て
ら
れ
る
施
設
の
1

つ
が
、
世
界
最
大
級
の
水
素
製
造
拠
点

で
、
次
世
代
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
期
待
さ
れ
る
水
素
を
太
陽
光
発
電

に
よ
っ
て
製
造
す
る
。
2
0
2
0
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
、
選
手
村
や
大
会
車
両
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て
の
活
用
を
目
指
し
、
7

月
の
着
工
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

も
う
1
つ
の
大
き
な
核
が
、
2
0
1

9
年
開
所
予
定
の
無
人
航
空
機
（
ド
ロ

ー
ン
）
滑
走
路
と
付
属
格
納
庫
だ
。
産

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
、
実
証
試

験
、
操
縦
訓
練
な
ど
を
行
う
福
島
ロ
ボ

ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
に
関
連
し
た

施
設
で
、
無
人
航
空
機
の
飛
行
訓
練
や

操
縦
訓
練
な
ど
を
実
施
。
13
キ
ロ
離
れ

た
南
相
馬
市
の
滑
走
路
と
の
間
で
長
距

離
や
広
域
の
飛
行
訓
練
も
行
う
計
画
に

な
っ
て
い
る
。

　

土
地
と
道
、ま
ち
を
一
気
に
作
る

　

こ
の
棚
塩
産
業
団
地
基
盤
整
備
事
業

の
任
を
担
う
の
が
、
U
R
だ
。
東
日
本

大
震
災
の
津
波
被
災
地
で
は
多
く
の
震

災
復
興
事
業
を
担
当
。
原
子
力
災
害
被

災
地
域
で
も
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
る
。
浪
江
町
と
は
、
2
0
1

6
年
に
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関

す
る
覚
書
を
交
換
。
国
・
県
・
町
・
各

事
業
者
か
ら
出
さ
れ
る
様
々
な
要
望
を

受
け
て
計
画
を
立
案
し
、
棚
塩
産
業
団

地
の
設
計
を
行
っ
た
ほ
か
、
U
R
が
行

う
造
成
工
事
や
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

工
事
と
、
立
地
企
業
が
行
う
建
設
工
事

な
ど
が
同
時
進
行
で
き
る
よ
う
に
、
関

係
者
と
緊
密
な
調
整
を
図
る
こ
と
も
、

U
R
の
重
要
な
任
務
だ
。

　

業
務
を
遂
行
す
る
U
R
浪
江
復
興
支

援
事
務
所
の
メ
ン
バ
ー
は
4
名
。
所
長

の
塩
間
学
は
、
今
回
の
工
事
の
特
殊
性

を
説
明
す
る
。

「
町
と
覚
書
を
交
わ
し
て
か
ら
わ
ず
か

1
年
余
り
。
そ
の
間
、
計
画
の
策
定
か

ら
各
種
手
続
き
ま
で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
造
成
着
手
前
か
ら

立
地
す
る
施
設
が
決
ま
っ
て
い
る
区
画

も
多
く
、
開
設
の
時
期
も
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
通
常
の
よ
う
に
道
路
な
ど
を
仕

上
げ
て
か
ら
建
物
の
建
築
を
始
め
て
い

は
、
と
て
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
間
に
合

い
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
道
路
や
イ
ン
フ

ラ
を
整
備
し
な
が
ら
同
時
に
各
事
業
者

が
建
物
を
造
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
複
数
の
工
事
が
、
支
障

な
く
円
滑
に
進
行
す
る
よ
う
調
整
を
す

る
の
も
U
R
の
仕
事
で
す
。
多
分
、
こ

こ
ま
で
短
期
間
に
同
時
並
行
し
て
行
う

工
事
は
、
U
R
で
も
珍
し
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」

　

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
注
目
度

が
高
い
な
か
で
、
い
ず
れ
の
施
設
も
短

期
間
で
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
20
年
春
に
予
定
さ
れ
て
い
る
施
設

完
成
に
向
け
て
、
計
画
立
案
か
ら
技
術

的
ア
ド
バ
イ
ス
ま
で
、
公
平
・
中
立
的

な
立
場
の
U
R
が
半
世
紀
以
上
に
わ
た

っ
て
積
み
重
ね
た
、
幅
広
い
知
見
が
生

か
さ
れ
て
い
る
。

　

塩
間
と
と
も
に
業
務
に
当
た
る
中
山

誠
も
「
い
ま
ま
で
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
建

設
に
携
わ
っ
て
き
て
、
ま
ち
の
発
展
や

移
り
変
わ
り
は
ず
い
ぶ
ん
見
て
き
ま
し

た
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
で
は
5
年
や

10
年
と
い
っ
た
時
間
軸
で
す
が
、
こ
こ

で
は
土
地
の
造
成
だ
け
で
な
く
、
建
物

完
成
も
含
め
て
わ
ず
か
2
年
。
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
U
R
の
震
災
復
興
事
業

の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
総
動
員
し
て
、

早
期
に
施
設
が
稼
働
で
き
る
よ
う
、
イ

ン
フ
ラ
と
施
設
の
同
時
完
成
を
目
指
し

て
頑
張
り
ま
す
」と
語
る
。

「
我
々
の
行
う
造
成
工
事
は
昔
か
ら
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
は
そ
の
上
に
最

先
端
の
設
備
が
で
き
る
。
世
界
中
か
ら

研
究
者
や
見
学
の
方

が
訪
れ
、
ま
ち
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
。

そ
う
い
う
仕
事
が
で

き
る
の
は
、
大
き
な

や
り
が
い
で
す
」
と

塩
間
。
復
興
に
向
け

て
、
浪
江
町
の
新
た

な
一
歩
が
踏
み
出
さ

れ
た
。
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平
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